
　2011年3月に静岡科学館「る・く・る」で開

催されたサイエンスピクニックでの「なにわホ

ネホネ団」団長 西澤真樹子さんとの出会いが駿

河ほねほね団結成のきっかけでした。

　ちょうどその頃、害獣駆除で捕獲されたアラ

イグマの頭骨の骨格標本作りをお手伝いしてい

た女性ばかり3名で、三宅先生に顧問をお願い

して「駿河ほねほね団」が発足となりました。

その頃は、清水区辻にあった静岡県自然史博物

館ネットワーク事務室の、普段事務作業をして

いる机に新聞紙を広げての活動でした。それま

でアライグマの頭骨しか標本作りをしたことの

ない状態での始まりです。三宅先生に聞いた

り、本を調べたり、手探りでの解剖です。最初

の頃は舌骨に気が付かずに紛失したりと、勉強

不足で失敗も多くありました。（今ももちろ

ん、失敗はありますが・・・。）

　その後2014年、ふじのくに地球環境史ミュー

ジアムの開館に向けて、静岡県自然史博物館

ネットワークの引越しがあり、現在はミュージ

アム内の解剖室と作成室で活動しています。

　現在活動している団員は21名。残念ながら卒

業・引っ越し・多忙等の理由で参加できなく

なった団員が27名と、計50名近くの人たちとほ

ねほね活動をしてきて、結成14年という事に、

驚いています。
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「ホネホネサミット 2024＠しずおか」10 月開催決定

髙山達子

　今までに、作成してきた標本たちは小さなも

のはネズミ類や食虫類から大きなものではキリ

ンまでと多岐にわたっています。

　アライグマの頭骨に関しては、初めての骨格

標本つくりでした。数が多くなると見えてくる

ことがあったりと、とても勉強になりました。

　その後、骨のつくりなどが観察しやすいよう

にと分離式標本を作ってみました。動物園との

連携により、キリン等の珍しい動物の標本作成

も行いました。そして昨年度からは、静岡県内

で駆除されたクマの頭部が多く残っていたのを

標本にするお手伝いを行っています。そのほ

か、天然記念物のカモシカ等のいろいろな標本

を作ってきました。天然記念物のカモシカにつ

いては、天然記念物の登録抹消の手続きを済ま

せたのち、骨格標本を作製しました。ちなみに

天然記念物の登録抹消の手続きを済ませたヤマ

ネが、冷凍庫の中で眠っています。

　月に1度の活動なので、なかなか標本作りが

ハクビシンの分離式標本頭骨2012年　駿河ほねほね団結成前に作成したアライグマ
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進まず、凝り性の方も多く、何カ月もかかって、

1つの標本が出来上がると嬉しさも格別です。

　今後も標本にならなければ朽ちていくだけの

動物たちの亡骸を、後世に伝えられる標本にす

るお手伝いを続けていきたいと思います。

　そして、今年の10月19日・20日　清水マリン

ビルにて全国の博物館、学校、個人等で骨格標

本作りをしている人たちが集まる、「ホネホネ

サミット2024＠しずおか」が開催されます。ほ

ねほねの聖地、大阪市立自然史博物館で5回、他

では高知、北海道と開催されてきた、ホネホネ

サミットが静岡で開催されることとなりました。

　駿河ほねほね団も、2017年と2023年に大阪市

立自然史博物館で開かれたサミットに参加して

います。

　昨年のホネホネサミットには42の団体・個人

が参加して、クジラの田島木綿子先生の講演会

もあり、とても盛況でした。参加者もバラエ

ティ豊かで、小学生も参加していて、その展示

の内容に驚かされました。また上腕骨だけ並べ

られていて、どの動物のか、当てるクイズが

あったりと、みなさん工夫を凝らして、展示が

されていました。学校での活動の紹介もあり、

静岡県内でも同じようなほねほね活動をしてい

る人たちがいるのか興味がわきました。

　今年の「ホネホネサミット2024＠しずおか」

では、「一般社団法人　路上博物館」の館長　

森 健人さんによる講演を予定しています。

　「路上博物館」は「博物館はもっと面白い」

というモットーのもと、博物館を訪れる人と社

会における博物館の両方が今よりももっと面白

いものにするための活動を行っている一般社団

法人です。「骨をプリントする」というタイト

ルの講演で、面白いお話が聴けることと思いま

す。

　まだ参加者を募集している段階で、どのよう

な方たちが参加してくれるかお知らせできない

のが残念ですが、今年もきっといろいろな方た

ちが骨を持って集まってきてくれると思います。

　是非、NPO会員の方たちにも参加や見学をし

ていただき、骨に親しんでもらいたいと思いま

す。

ホネホネサミット2024＠しずおか　共催団体　

　駿河ほねほね団（NPO法人静岡県自然史博物館ネットワーク）

    社団法人富士ストランディングネットワーク

 　ふじのくに地球環境史ミュージアム

　美しく豊かな静岡の海を未来につなぐ会

2022/4/5～6/5　ミュージアムのトピックス展
「キリンのかたち」での展示風景

カモシカの骨格標本


